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大正期の重厚な建築 旧不動貯蓄銀行（現SACRAビル）

京都市の界わい景観建造物指定の旅館と漆器店

セットバックし 緑も加えた ゆとりのまちなみ空間

壁面を保全 内部を一新  旧京都中央郵便局（現中京郵便局）

石畳舗装となった歩道と

埋め込まれたサイン

外観を復元した 旧第一銀行（現みずほ銀行京都支店）

　
京
都
は
日
本
の
「
床
の
間
」
、
そ
の
空
間
に
身
を
置
く
と
心
が
自
然
に
落
ち
着
く
と
い
っ
た
、
ま
さ
に

日
本
の
文
化
を
象
徴
す
る
都
市
で
あ
る
。
明
治
と
い
う

”
み
や
こ
“
の
権
威
と
機
能
を
奪
わ
れ
た
時
代
に

あ
っ
て
先
端
の
都
市
機
能
を
導
入
、
鮮
や
か
に
蘇
生
を
図
っ
た
「
ま
ち
な
か
」
の
三
条
通
、
京
都
文
化
博

物
館
は
そ
の
核
と
し
て
、
常
に
新
し
い
１
２
０
０
年
の
古
都
の
光
芒
を
鮮
明
に
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
近
世
の
三
条
通
は
東
海
道
の
西
の
起
点
三
条
大

橋
を
東
に
、
舟
運
で
賑
わ
っ
た
高
瀬
川
や
、
室
町

東
洞
院

御
池
な
ど
に
隣
接
し
、
呉
服
、
両
替
商
、

飛
脚
問
屋
な
ど
が
集
積
す
る
交
通
と
商
業
の
中
心

で
あ
っ
た
。
近
代
明
治
期
に
入
る
と
、
郵
便
局
、

電
信
局
、
銀
行
が
立
地
し
、
情
報
機
能
、
金
融
機

能
が
強
化
さ
れ
、
都
心
性
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
大
正
中
期
に
な
る
と
、
四
条
通
、
烏
丸

通
、
そ
し
て
河
原
町
通
が
次
々
と
拡
幅
さ
れ
、
銀

行
や
商
社
が
続
々
と
移
転
し
、
中
枢
機
能
を
失
う

こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
幸
い
し
た
の
が

い
ま
の
三
条
通
で
あ
る
。
和
風
木
造
塗
込
造
り
の

商
家
や
町
家
、
煉
瓦
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
近
代

洋
風
建
築
の
多
く
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
戦
後
訪
れ

た
急
速
な
都
市
発
展
の
波
に
も
洗
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
現
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
が
、
旧
日
本
銀
行
京
都
支
店
現
京
都
文

化
博
物
館
別
館
で
あ
る
。

　
１
９
８
０
年
（
昭
55
）
知
事
の
諮
問
機
関
と
し
て

発
足
し
た
京
都
府
文
化
懇
談
会
は
、
京
都
の
歴
史

や
美
術
工
芸
、
年
中
行
事
、
風
俗
習
慣
な
ど
の
都

市
文
化
を
総
合
的
に
紹
介
す
る
博
物
館
の
建
設
を

提
言
し
た
。
そ
の
提
言
を
も
と
に
旧
日
本
銀
行
京

都
支
店
の
建
物
を
核
と
し
た
「
京
都
文
化
博
物
館

構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
お
り
し
も
迎
え
る
平
安

遷
都
千
二
百
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
１
９
８
６
年
（
昭
61
）
に
建
設
に
着
手
し
、
１
９

８
８
年
（
昭
63
）
に
開
館
し
た
こ
の
博
物
館
の
常
設

展
示
は
、
８
世
紀
ま
で
の
「
百
千
足
る
家
庭
」
、

「
平
安
楽
土
万
年
春
」
か
ら
「
武
者
の
世
に
」「
京
洛

四
季
」
そ
し
て
現
代
の
「
古
都
飛
翔
」
に
い
た
る
ま

で
の
京
都
の
歴
史
の
通
覧
、
京
都
ゆ
か
り
の
美
術

工
芸
品
、
さ
ら
に
京
都
の
主
要
な
産
業
で
も
あ
る

映
画
の
上
映
や
映
像
資
料
の
展
示
、
そ
し
て
タ
イ

ム
リ
ー
で
多
彩
な
特
別
展
示
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
最
大
の
特
徴
は
、
旧
日
本
銀
行
京
都
支
店
の
再

生
活
用
で
あ
ろ
う
。
こ
の
建
物
は
、

日
本
銀
行
本
店
や
東
京
駅
な
ど
の
設

計
を
し
た
日
本
の
近
代
建
築
の
祖
と

も
い
わ
れ
る
辰
野
金
吾
と
そ
の
弟
子

長
野
宇
平
治
が
設
計
し
、
１
９
０
６

年
（
明
39
）
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
明

治
期
を
代
表
す
る
洋
風
建
築
と
し
て
、

１
９
６
９
年
（
昭
44
）
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
煉
瓦
造
、
ス

レ
ー
ト
・
銅
板
葺
、
三
条
通
に
面
し

た
外
観
は

左
右
対
称
で

白
い
花
崗
岩
を

装
飾
的
に
配
す
る

と
い
う
19
世
紀
後
半
の
イ
ギ

リ
ス
建
築
の
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
同
銀

行
が
河
原
町
に
移
転
後
は
し
ば
ら
く
（
財
）
古
代
学

協
会
が
運
営
す
る
平
安
博
物
館
と
な
っ
て
い
た
が
、

１
９
８
６
年
（
昭
61
）
に
寄
贈
を
受
け
た
京
都
府
が

保
全
と
修
理
に
着
手
し
、
営
業
室
な
ど
が
旧
態
に

戻
さ
れ
、
戦
時
中
に
金
属
供
出
さ
れ
た
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
や
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
も
、
古
写
真
に
基
づ
い
て

忠
実
に
復
元
さ
れ
た
。
広
い
営
業
室
は
コ
ン
サ
ー

ト
や
展
覧
会
場
と
も
な
り
、
別
棟
の
金
庫
棟
は
珈

琲
サ
ロ
ン
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
博
物
館
や
美
術
館
は
日
常
的
な
都
市
空

間
で
は
な
く
、
緑
に
包
ま
れ
た
公
園
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
文
化
施
設
こ
そ
人
々

の
日
常
生
活
の
中
心
に
あ
る
べ
き
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
、
京
都
文
化
博
物
館
は
三
条
通
と
い
う

「
ま
ち
な
か
」
に
開
館
し
た
。
そ
れ
は
京
都
の
街
そ

の
も
の
が
博
物
館
で
あ
る
と
い
う
１
２
０
０
年
の

古
都
の
特
性
の
反
映
で
も
あ
り
、
博
物
館
を
学
問

や
芸
術
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
領
域

の
人
々
が
集
ま
り
、
語
り
、
力
を
合
わ
せ
て
新
し

い
京
の
文
化
を
創
り
出
す
場
、
す
な
わ
ち
「
威
容

を
誇
る
殿
堂
」「
奥
ま
っ
た
お
座
敷
」
で
は
な
く
、

ま
ち
な
か
に
常
に
開
か
れ
た
「
京
の
窓
」
を
め
ざ

し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　
こ
の
ま
ち
な
か
博
物
館
の
具
体
化
が
本
館
1
階

に
設
け
ら
れ
た
「
ろ
う
じ
店
舗
」
で
あ
る
。
江
戸

時
代
末
期
の
京
の
ま
ち
な
み
の
表
構
え
を
仕
舞
屋

格
子
、
堺
戸
格
子
、
酒
屋
格
子
、
糸
屋
格
子
な
ど

の
京
格
子
と
ば
っ
た
り
床
机
（
折
り
た
た
み
可
能
な
軒
下

の
床
机
）
を
あ
し
ら
っ
て
原
寸
大
で
再
現
し
た
。
い

わ
ば
格
子
の
博
物
館
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ろ

う
じ
店
舗
」
は
、
博
物
館
の
な
か
で
京
の
町
家
の

よ
う
す
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く

京
料
理
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク
で

魅
力
的
な
空
間
を
生
み
出
し
た
。
な
お
、
こ
の
京

都
文
化
博
物
館
別
館
は
２
０
０
５
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
、
三
条

通
入
り
口
を
開
放

し
、
入
館
客
を
飛

躍
的
に
増
や
し
て

い
る
。

　
２
０
０
６
年
、

こ
の
旧
日
本
銀
行

京
都
支
店
は
、
築

１
０
０
周
年
を
迎

え
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
催
し
が
企
画

さ
れ
た
。
祇
園
祭

の
山
鉾
の
飾
り
を
展
示
し
た
「
祇
園
祭
懸
装
品
展
」
、

「
貨
幣
の
歴
史
と
近
代
京
都
１
０
０
年
展
」「
近
代

建
築
写
真
展
」
、「
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
が
注

目
さ
れ
、
そ
れ
以
後
も
特
別
展
と
し
て
「
北
斎
と

広
重
展
」
「
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
と
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル

ン
宮
殿
展
」「
始
皇
帝
と
彩
色
兵
馬
俑
展
」
な
ど
、

世
界
と
日
本
、
そ
し
て
京
都
と
い
う
、
広
い
視
点

か
ら
と
ら
え
た
、
独
自
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
が
、

従
来
の
博
物
館
と
い
う
領
域
を
超
え
て
そ
の
存
在

感
を
高
め
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
新
京
極
や
四
条
通
、
河
原
町
通
に
奪

わ
れ
て
い
た
街
の
賑
わ
い
が
こ
こ
数
年
急
速
に
三

条
通
に
戻
っ
て
き
た
。
重
厚
な
近
代
建
築
に
埋
め

込
ま
れ
た
洗
練
さ
れ
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
観
光
客
で
賑
わ
う
老
舗
の
コ
ー
ヒ
ー
店
、
文

化
機
能
を
持
つ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ど
、
近
代
京
都
の
香

り
が
濃
密
に
漂
う
界
隈
性
が
大
人
の
郷
愁
を
誘
い
、

若
者
た
ち
に
は
レ
ト
ロ
で
新
し
い
街
と
し
て
迎
え

ら
れ
た
。
そ
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
が
元
京
都
電

信
局
舎
の
建
物
を
利
用
し
た
「
新
風
館
」
で
、
外

観
は
保
全
し
な
が
ら
内
部
に
広
大
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
空
間
を
出
現
さ
せ
、
広
く
若
者
を
惹
き

つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
京
都
市
で
は
１
９
９
７
年
（
平
９
）
、
こ
の
三
条

通
を
「
界
わ
い
景
観
整
備
地
区
」
に
指
定
、
７
件
の

界
わ
い
景
観
建
造
物
を
指
定
し
た
ほ
か
、
地
元
の

市
民
と
協
働
し
て
通
の
両
側
を
石
畳
舗
装
と
し
、

段
差
の
な
い
歩
道
機
能
を
持
た
せ
、
さ
ら
に
道
標

サ
イ
ン
も
埋
め
込
ん
だ
。
こ
の
通
の
特
色
あ
る
景

観
の
保
全
と
創
出
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
れ
ら
市
の

施
策
が
、
三
条
通
の
賑
わ
い
復
活
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
京
都
の
歴
史
的
景
観
や
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え

る
た
め
に
、
京
都
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
先
進

的
に
す
す
め
て
き
た
が
、
さ
ら
な
る
危
機
感
と
と

も
に
２
０
０
３
年
（
平
15
）
、
梅
原
猛
氏
を
は
じ
め

と
す
る
有
識
者
に
よ
る
、
国
家
戦
略
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
の
「
歴
史
都
市
京
都
創
生
策
」
の
提

言
を
受
け
、
京
都
創
生
推
進
室
を
設
置
し
、
伝
統

文
化
の
継
承
を
は
じ
め
、
自
然
景
観
、
歴
史
的
町

並
み
景
観
、
市
街
地
景
観
の
保
全
・
再
生
に
つ
い

て
具
体
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
注
目
さ

れ
る
の
は
、
建
築
物
の
高
さ
規
制
の
見
直
し
で
、

都
心
の
河
原
町
烏
丸

堀
川

御
池

四
条

五
条
の

６
本
の
幹
線
沿
道
の
田
の
字
地
区
は
45
ⅿ
を
31
ⅿ

に
、
そ
れ
に
囲
ま
れ
た
職
住
共
存
地
区
は
31
ⅿ
を

15
ⅿ
に
、
と
い
う
規
制
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と

で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
歴
史
的
都
心
地
区
に
ふ
さ
わ

し
い
中
高
層
建
築
物
を
テ
ー
マ
に
「
新
・
京
デ
ザ

イ
ン
」
の
提
案
募
集
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
懸
案

と
な
っ
て
い
る
京
町
家
の
保
全
再
生
に
つ
い
て
は
、

景
観
重
要
建
築
物
の
指
定
や
京
町
家
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
点
か
ら
線
へ
、

線
か
ら
面
へ
と
積
極
的
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
三

条
通
の
歴
史
的
景
観
が
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
っ
て
、

歴
史
都
市
京
都
の
近
代
を
象
徴
す
る
魅
力
あ
る
街

と
し
て
、
い
っ
そ
う
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

も

も

ち

た

る

や

に

わ

へ
い
あ
ん
ら
く
ど
ま
ん
ね
ん
は
る

し

も

た

や

平安京 朱雀大路南端の羅城門 復元模型

江戸店（えどだな）持ち京商人 柏屋本店 復元模型

京都は日本映画の拠点 多彩な映像資料展示

別館 旧日本銀行京都支店の広い営業室

三条通と高倉通の角に

重厚な姿を見せる

京都文化博物館  右が本館  左が別館

み
や
こ

京都市道路元標


